
平
成
二
十
一
年
度

　
　

定
期
総
会
報
告
！

新
会
長
の

　
　
　

就
任
挨
拶

　
　
　
　

会
長　

秋
間
利
久
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五
月
二
十
三
日(

土)

八
王
子
エ

ル
シ
イ
に
於
い
て
、
第
七
回
定
期

総
会
が
百
四
十
八
の
町
会
自
治
会

長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、

七
年
前
の「
町
総
連
」を
発
展
的
に

解
散
し
、「
中
央
連
合
町
会
」「
浅
川

町
会
連
合
会
」
と
共
に
「
町
自
連
」

を
結
成
し
た
こ
と
、
更
に
、
ゴ
ミ

有
料
化
に
つ
い
て
は
、
各
町
会
自

治
会
が
千
七
百
回
に
わ
た
る
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
精
力
的
に
活

動
し
た
こ
と
、
町
会
自
治
会
の
持

つ
大
き
な
影
響
力
に
つ
い
て
行
政

に
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
等
、
町
会

自
治
会
長
の
苦
労
に
対
し
て
謝
意

を
表
し
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
本

日
は
皆
さ
ん
の
活
発
な
ご
意
見
を

伺
い
、
今
後
の
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
は
、
山
崎
西
部

第
二
地
区
連
合
会
長
の
議
長
で
進

行
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ

て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
町
自
連
を
発

足
さ
せ
た
田
中
好
雄
会
長
が
退
任

さ
れ
、
秋
間
利
久
副
会
長
が
新
し

く
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、

秋
間
新
会
長
の
提
案
で
田
中
前
会

長
に
は
顧
問
と
し
て
引
続
き
関
わ

っ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
。

Ｑ
１
　
組
織
拡
大
、
加
入
促
進
に

　
も
っ
と
目
を
向
け
て
は
ど
う
か
、

　
又
、
地
区
連
合
会
の
規
模
の
大

　
小
の
調
整
に
つ
い
て
ど
う
か
。

Ａ
１
　
規
模
に
つ
い
て
は
三
百
世

　
帯
か
ら
一
万
八
千
世
帯
と
差
は

　
大
き
い
、
特
に
市
内
中
心
部
に

　
小
規
模
が
集
中
し
て
い
る
。
通

　
学
区
関
係
、
お
祭
り
中
心
等
、

　
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
前
向
き

　
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。
組
織

　
拡
大
に
つ
い
て
は
周
辺
部
で
組

　
織
化
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
２
　
決
算
の
人
件
費
と
事
務
費

　
に
つ
い
て

Ａ
２
　
週
五
日
制
午
前
中
勤
務
で

　
職
員
二
名
体
制
、
事
務
費
は
文

　
具
な
ど
消
耗
品
。

Ｑ
３
　
活
動
費
が
少
な
く
て
広
報

　
活
動
に
支
障
は
な
い
か
。

Ａ
３
　
活
動
費
は
会
議
等
の
飲
物

　
関
係
と
な
る
が
、
お
茶
を
沸
か

　
せ
る
等
自
前
で
行
っ
て
い
る
の

　
で
当
面
は
問
題
な
し
。

Ｑ
４
　「
町
自
連
だ
よ
り
」の
全
戸

　
配
布
は
、
費
用
の
点
か
ら
も
検

　
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
４
　
以
前
に
回
覧
で
検
討
し
た

　
事
も
あ
っ
た
が
、
会
員
に
活
動

　
報
告
の
義
務
も
あ
り
全
戸
配
布

　
し
て
い
る
。
費
用
の
縮
減
に
つ

　
い
て
も
検
討
中
。

要
望
１
、
総
会
で
は
充
分
な
質
疑

　
応
答
の
時
間
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

要
望
２
、決
算
支
出
項
目
の
内「
総

　
会
費
」「
事
業
費
」「
地
区
交
流

　
費
」
の
詳
細
資
料
を
提
示
し
て

　
ほ
し
い
。

Ａ
　
新
年
度
役
員
の
も
と
で
検
討

　
す
る
。

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
、
引
き
続

き
開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
、
田
中

副
市
長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
交

え
て
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
尚
、
総
会
資
料
は
、
各
町
会
・

自
治
会
長
の
と
こ
ろ
に
届
け
て
あ

り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
参
照
願

い
ま
す
。

　
先
の
定
期

総
会
に
お
い

て
、
八
王
子

市
町
会
自
治

会
連
合
会
長

に
推
挙
頂
き

ま
し
て
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
ご
ざ

い
ま
す
。
と
同
時
に
職
責
の
重
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
前
任
者
で
あ
り
ま
し
た
田
中
好

雄
会
長
を
、
副
会
長
の
立
場
で
支

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
更
な

が
ら
に
そ
の
多
大
な
る
功
績
に
対

し
、
誠
に
頭
が
下
が
る
思
い
と
そ

の
偉
大
さ
に
は
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
八
王
子
市
内
の
町
会
自
治

会
管
理
組
合
数
は
、
八
王
子
市
に

届
け
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も

五
百
五
十
七
団
体
、
世
帯
数
に
し
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前
会
長
の

　
　
　

退
任
挨
拶

　
　
　

前
会
長　

田
中
好
雄

三
役
会
名
簿

今
年
の
重
点
事
業
！

地
区
連
合
会
長
名
簿
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ま
す
と
十
五
万
六
千
九
百
五
世
帯

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
ど
も
の

「
町
自
連
」の
参
加
数
は
、
そ
の
内

三
百
二
十
一
団
体
十
二
万
八
百
四

世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
そ
の
会
長
職
を
お
請
け

い
た
す
か
ら
に
は
、
全
身
全
霊
、

私
な
り
に
一
生
懸
命
に
努
力
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
ま
で
に

も
八
王
子
市
や
関
係
団
体
等
の
機

関
か
ら
私
ど
も
へ
は
い
ろ
い
ろ
な

情
報
や
協
力
に
関
す
る
依
頼
が
き

て
お
り
、
そ
の
度
ご
と
に
各
種
の

要
請
に
対
応
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
地

域
社
会
を
支
え
る
仲
間
と
し
て
、

更
に「
町
自
連
」は
、
地
域
で
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
、
住
民
の
期
待
と
信
頼

に
応
え
る
魅
力
あ
る
豊
か
な
地
域

社
会
の
実
現
を
図
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
、

　
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
に
、
八
王
子
市
町

会
総
連
合
会
・
中
央
連
合
町
会
・

浅
川
地
区
町
会
連
合
会
が
、
関
係

役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
一

つ
の
組
織
に
統
一
さ
れ
、
八
王
子

市
町
会
自
治
会
連
合
会(

町
自
連)

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
初
代

会
長
と
し
て
七
年
間
に
わ
た
り
無

事
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
歴
代
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
間
町
会
自
治
会
の

発
展
の
た
め
、
役
員
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
改
革
改
善
に
つ
と
め
て

参
り
ま
し
た
。
事
務
所
の
設
置
や

町
会
自
治
会
に
対
す
る
補
助
金
の

増
額
な
ど
も
行
政
側
に
働
き
か
け

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　「
町
自
連
だ
よ
り
」の
発
行
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
に
よ
る

情
報
発
信
、
ま
た
、
防
犯
や
防
災

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
の
開
催

な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
行
政
側
に
対
し
て
も
い
ろ

い
ろ
な
面
で
協
力
を
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、「
ご
み
有
料
化
事
業
」

の
推
進
は
、
町
会
自
治
会
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
り
実
施
で
き
た
の

で
す
。

　
秋
間
新
会
長
は
、
長
年
に
わ
た

り
副
会
長
と
し
て
私
を
支
え
て
頂

き
ま
し
た
が
、
行
動
力
・
実
行
力

の
あ
る
方
で
、
こ
れ
か
ら
は
新
会

長
を
中
心
に
町
会
自
治
会
活
動
が

更
に
発
展
す
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
の「
町
自
連
」の
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご

活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

感
謝
と
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

顧
　
問
　
田
中
　
好
雄(

前
会
長)

会
　
長
　
秋
間
　
利
久(

元
　
横)

副
会
長
　
細
井
　
　
衛(

加
　
住)

　
〃
　
　
今
泉
　
満
政(

恩
　
方)

　
〃
　
　
馬
場
　
總
和(

西
部
一)

会
　
計
　
渡
辺
　
良
治(

浅
　
川)

監
　
事
　
田
中
　
泰
慶(

由
　
井)

　
〃
　
　
山
崎
　
勲
介(

西
部
二)

事
務
局
長
前
野
　
　
修

中
　
部
　
地
区
　
　
平
塚
　
美
臣

東
　
部
　
地
区
　
　
並
木
　
　
勇

元
　
横
　
地
区
　
　
秋
間
　
利
久

東
南
部
　
地
区
　
　
浜
村
　
良
昭

中
央
部
地
区(

代)

　  

井
上
　
博
正

南
　
部
　
地
区
　
　
濱
野
　
益
男

千
人
町
　
地
区
　
　
鈴
木
　
文
芳

西
部
第
一
地
区
　
　
馬
場
　
總
和

西
部
第
二
地
区
　
　
長
崎
　
　
誠

西
部
第
三
地
区
　
　
宮
道
　
邦
男

西
部
第
四
地
区
　
　
石
坂
　
　
清

本
　
町
　
地
区
　
　
塩
野
　
良
光

中
　
央
　
地
区
　
　
内
藤
　
廣
行

東
北
部
　
地
区
　
　
内
田
伊
太
郎

浅
　
川
　
地
区
　
　
渡
辺
　
良
治

由
　
木
　
地
区
　
　
佐
々
木
義
德

横
山
南
　
地
区
　
　
黒
沢
　
愛
治

横
山
北
　
地
区
　
　
平
塚
　
忠
勇

元
　
八
　
地
区
　
　
石
川
　
三
郎

恩
　
方
　
地
区
　
　
今
泉
　
満
政

川
　
口
　
地
区
　
　
原
田
　
忠
雄

加
　
住
　
地
区
　
　
細
井
　
　
衛

由
　
井
　
地
区
　
　
田
中
　
泰
慶

北
　
野
　
地
区
　
　
古
山
金
十
郎

　
第
一
に
、
市
民
と
の
情
報
交
換

の
活
発
化
を
検
討
し
推
進
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
町
会
自
治
会
活
動
に
、

住
民
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ

う「
自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険
」

の
普
及
に
努
め
ま
す
。
私
た
ち

「
町
自
連
」が
団
体
加
盟
す
る
事
で
、

「
団
体
割
引
」に
よ
り
町
会
自
治
会

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
第
三
に
、
会
員
の
負
担
を
こ
れ

以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
財

政
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。

総 合 電 気 設 備 工 事

AKIMA ELECTRIC CORPORATION

総 合 電 気 設 備 工 事

秋間電設株式会社
〒192-0063
東京都八王子市元横山町 1丁目 13-19
TEL：042-644-3675



自
治
会
活
動
保
険

　

二
年
目
を
迎
え
る
！

  
地
域
の
あ
れ
こ
れ

町
民
相
互
の
融
和
を
！

東
部
地
区

　
　

明
神
町
三
丁
目
町
会

　
　

町
会
長　

森　
　

泰
男

町自連だより(3)平成21年（2009年）9月1日 第９号

　
第
四
に
、
組
織
の
活
性
化
と
拡

大
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
私
た
ち
町
自
連
で
は
、
昨

年
よ
り
取
扱
を
始
め
た
「
自

治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険
」

は
、
初
年
度
で
九
十
三
団
体
・

四
万
一
千
五
百
七
十
七
世
帯
の

加
入
と
な
り
、
今
年
七
月
一
日

か
ら
二
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
継
続
・
新
規
・
中
途
加
入
が

七
月
末
現
在
で
、
百
十
七
団
体
・

四
万
九
千
四
百
三
十
世
帯
と
な
り
、

町
自
連
傘
下
団
体
の
三
十
七
％
、

加
盟
世
帯
数
の
四
十
一
％
の
加
入

率
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
自
連
が
団
体
契
約
者
と
な
っ

た
事
で
保
険
料
が
二
十
％
割
引
と

な
り
、
町
会
等
の
負
担
軽
減
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
運
動
会
・
盆

踊
り
・
清
掃
活
動
・
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
他
、
町
会
自
治
会
活

動
全
般
が
対
象
と
な
り
、
様
々
な

リ
ス
ク
を
総
合
的
に
補
償
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
、
加
入
団
体
の
事
故
に

よ
る
保
険
金
請
求
は
、
十
七
件
、

保
険
金
給
付
額
は
約
三
十
五
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
引
き
続
き
年
度
途

中
の
加
入
等
問
合
せ
に
は
、
保
険

会
社
の
代
理
店
と
共
に
町
自
連
事

務
局
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

大
い
に
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
町
自
連
事
務
局
は
、
月
曜
日
～

金
曜
日
の
九
時
～
十
二
時
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
わ
が
町
内
は
、
八
王
子
駅
北
口
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
東
側
に
位

置
し
、
今
ま
で
は
戸
建
住
宅
が
比

較
的
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
用

途
地
域
が
近
隣
商
業
地
域
で
あ
る

事
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー

ト
だ
け
で
も
二
百
五
十
世
帯
も
あ

る
よ
う
な
街
に
大
き
く
変
貌
し
て

き
て
い
ま
す
。

町
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
新

旧
住
民
の
輪
を
広
げ
る
事
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
に
は
、
地
元
の
公
園
を
利

用
し
て「
町
民
親
睦
お
花
見
の
会
」

を
催
し
、
多
く
町
民
が
集
い
、
多

岐
に
わ
た
る
話
題
を
話
し
合
う
交

流
の
場
と
し
た
い
と
考
え
、
実
施

し
て
六
～
七
年
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
に
は
、
新
町
・
明
神
町
の

五
町
会
の「
合
同
防
災
訓
練
」を
第

四
小
学
校
校
庭
を
お
借
り
し
て
実

施
し
、
今
年
は
十
三
年
目
を
迎
え

ま
す
。
毎
年
五
百
名
程
度
の
人
々

が
参
加
す
る
大
規
模
な
防
災
訓
練

に
成
長
し
ま
し
た
。
消
防
署
・
地

元
消
防
団
・
交
通
安
全
協
会
な
ど

団
体
の
ご
協
力
を
頂
き
実
施
し
て

い
ま
す
。
運
営
は
、
町
会
ご
と
に

持
ち
回
り
の
当
番
制
に
よ
り
二
回

の
打
合
せ
会
議
を
開
き
協
議
し
実

行
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
に
は
、
子
安
神
社
お
祭
り

に
あ
わ
せ
町
内
祭
礼
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
内
祭
礼
の
中
心
は
「
こ

ど
も
神
輿
」の
町
内
渡
御
で
あ
り
、

近
年
の
少
子
化
の
影
響
で
主
役
不

足
で
大
変
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　
九
月
に
は
、
敬
老
事
業
と
し
て

町
内
に
お
住
ま
い
の
七
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
に
赤
飯
を
配
り
、

長
寿
を
た
た
え
る
事
業
に
も
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
十
月
、
体
力
づ
く
り
の
会
が
行

う「
市
民
大
運
動
会
」に
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
町
民
が

参
加
し
、「
健
康
管
理
は
自
ら
が
行

う
」
を
基
本
に
、
秋
の
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
十
一
月
に
は
、
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
近
県
の
観
光

地
を
訪
ね
な
が
ら
公
共
施
設
等
の

研
修
を
兼
ね
た
バ
ス
旅
行
を
実
施

し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
十
二
月
、
年
末
は
犯
罪
が
増
加

す
る
時
期
で
も
あ
り
、
歳
末
警
戒

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
町
内
巡

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
夏
・
冬
二
回
の
町

内
清
掃
デ
ー
を
設
け
て
、
公
道
・

空
地
・
ガ
ー
ド
下
な
ど
の
清
掃
や
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快
適
な
集
合
住
宅
を

　
　
　
　

め
ざ
し
て
！

　

浅
川
地
区

　
　

高
尾
パ
ー
ク
ハ
イ
ツ

　
　
　
　
　

Ａ
棟
自
治
会

　
　
　

会
長　

梶
原　

俊
子

隣
の
顔
が
見
え
る

　

ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　

目
指
し
て
！

川
口
地
区　

唐
松
町
会

　
　

会
長　

田
中　

好
雄

編
集
後
記
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除
草
を
行
い
環
境
美
化
に
も
務
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
会
活
動
で
大
事
な
こ

と
は「
人
集
め
」で
す
。
年
間
八
回

程
度
「
町
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

町
会
行
事
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け

や
結
果
報
告
な
ど
を
記
載
し
て
町

民
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
特
に
凶
悪
事
件
が
横
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
犯
・
防
災

と
い
っ
た
面
で
の
活
動
に
特
に
力

を
注
ぎ
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
高
尾
パ
ー
ク
ハ
イ
ツ
Ａ
棟
は
、

高
尾
駅
南
口
に
あ
る
十
四
階
建
て

マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。
一
～
二
階
が

店
舗
、
三
～
十
四
階
は
住
居
で

三
百
三
十
四
世
帯
約
七
百
名
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
に
入
居
し

て
以
来
三
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
者
は
「
近
所

付
き
合
い
が
な
い
」
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
あ
い

活
動
や
サ
ー
ク
ル
を
通
し
て
住
民

交
流
が
盛
ん
で
す
。

　
自
治
会
は
任
意
加
入
で
す
が
、

日
頃
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
し

た
り
、
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

新
年
会
や
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年

よ
り
の
た
め
の
茶
話
会
な
ど
も
開

い
て
き
ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
も
協

力
し
あ
っ
て
防
災
対
策
や
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
も
取
組
ん
で
お
り
、

春
と
秋
の
消
防
・
防
災
訓
練
に
は

店
舗
も
合
わ
せ
て
三
百
名
が
参
加
。

夏
に
は
高
尾
駅
南
口
の
商
店
や
住

民
が
合
同
で
、毎
年
賑
や
か
に「
納

涼
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
犯
罪

を
抑
止
し
、
災
害
時
の
助
け
合
い

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
安
心
し
て

住
め
る
安
全
な
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く

り
、
快
適
な
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
を

目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
活
動

に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
会
で
は
、「
地
域
を

育
て
守
る
の
は
地
域
住
民
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
行
政
に
言
う
べ
き

事
は
言
い
な
が
ら
も
、
必
要
以
上

に
依
存
し
な
い
自
ら
の
手
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
町
会
内
に
は
八
つ
の
部
会
を
設

置
し
て
、
多
く
の
町
民
が
各
々
得

意
な
分
野
で
活
動
で
き
る
体
制
と

し
て
い
る
他
、
県
人
会
・
壮
年
会
・

青
年
会
な
ど
も
設
け
町
民
が
「
地

域
活
動
」
に
参
加
し
や
す
い
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
町
会
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の

と
し
て
、「
学
童
ク
ラ
ブ
」や「
ふ
れ

あ
い
喫
茶
」
の
運
営
、「
配
食
サ
ー

ビ
ス
」
の
実
施
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
地
域

通
貨
」
や
子
ど
も
の
活
動
に
対
す

る「
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」制
度
な
ど

も
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
会
加
入
率
も
約
八
十
％
に
及

ぼ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

数
値
に
満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
な

く
、
今
後
も
「
地
域
住
民
が
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
隣

近
所
の
顔
が
見
え
る
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」に
務
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
各
町
会
・
自
治
会
・

管
理
組
合
の
活
動
紹
介
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
地
区
広
報
委

員
又
は
、
地
区
連
合
会
長
を
通
し

て
連
絡
く
だ
さ
い
。
急
速
な
高
齢

化
の
中
で
、
町
会
・
自
治
会
活
動

の
進
め
方
に
も
苦
労
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
活
動
経
験
・
ご
意
見
等

お
寄
せ
下
さ
い
。

ふれあい新年会


